教導職期における神社の活動 : 大宮氷川神社と周辺神社の活動を中心に by 徳永 暁
本稿では、教導職が活動していた時期（一八七二（明治五）年～一八八四（明治一七）年）における神社の活動
実態を明らかにすることを目的とする。明治初期より始められる神道国教化の動きの中で設けられた教導職期における神社の活動は、各地域で行われた「三条の教則」（敬神愛国・天理人道・皇上奉戴）に基づく説教活動や、教化活動の一環として行われた各神社での教会講社の結成などが挙げ 。特に 会講社の結成は、それぞれの神社の信者組織を作ることにあり、教化活動には神社にとって信者の基盤形成や 社の勢力拡大が一つの目的として
（１）
あったことが評価されている。ただし 組織の結成や拡大のより具体的な過程や、主体となる人物達（教導職）の活動が不明確であることは否めない。加えて、それらの活動を見た場合、大社（出雲・伊勢）などの活動に限定されており、大 以下の神社 含む重層的な活動実態の検討が課題として残されている。
この様な教導職期における神社の活動に対する評価がある一方、一八七一（明治四）年以降、神社は「国家ノ宗






























軸なった。」として、武蔵国一帯に、地縁的にな広がりを持つ信仰圏が存在巻鋸していたことが述べられている。その他にも、大 の信仰は「東極照宮様厚ク御由緒有之御朱印被下、当国最初之御祈願所、御在国第一ノ御宮吠 二而、御府内始国中氏子なれば 日々再拝各第一二尊験可致 宮、よっ
岩井家（男体の三家による
6う
郡名 分布数 郡名 分布数
豊島郡 12 比企郡 28
葛飾郡 2 横見郡 8




新座郡 14 男衾郡 2























































府県社神職については、国費によって賄われ、郷村社の神職である祠官・祠掌については民費によって賄われる事が定められる。しかし、【史料七】で挙げた様に翌年二月には郷村社 の給与について民費支給が廃止され、加えて、府県社神職についても同様に【史料八】同年七月には廃止される。傍線部 示したとおり、以後府県郷村社の給与は「人民ノ信仰」とあるに、神社への祈祷料や初穂料の如何によって給与が定められるこ になる。
以上のことから、大宮氷川神社のような官幣社以外の神社は営繕費・神職の給与ともに、「人民ノ信仰」如何で






































































































































































































































【表③】 教派神道系講社の大宮氷川神社参脂肥録 宮市史 資料鍋｣三）より作成）
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道家が多くの講を擁する大社 宮司などに任命されたのは、ほ んどが明治六年のことで、宍野半↓浅間神社、西川素賀雄↓出羽神社、平山省斎↓氷川神社、深見速雄↓琴平 社、落合直亮↓塩釜神社、青山景通↓大鳥神社、権田直助↓大山阿夫利 などがその事例であ」り、そして、「活力ある講を手中にすることが、神道勢力拡大の重
（調）









弊諾尊神天照大御神素斐鳴尊神の神号を唱えることによって人間の中にあるあらゆる罪事を洗い流す、いわゆる浄心を目的としたものであることがわかる。ここ は、教会講社を中心とした教化活動も「三条の教則」を浸透させ 活動の一環であった、教化のための中心に据えられた、造化三神と天照大御神を掲げている。しかし、後方で注目したいのが、「氷川 神天上の解除 伝」と記しており 明治元年以降、 宮氷川神社の主祭神に据えら
巻くも畏き氷川大神天上の解除の神伝に因って、之を拡充し推して之を他に及さは宇内広しと云トモ人物多しと云トモ数十年を出すして、皆神法の版図せんと云汚濁を祓い尽くす所謂洗心の術なり天御中主神高御産霊神神御産霊神伊弊諾尊神天照大御神素斐
みな
鳴尊神の神号を唱ふる 以 も は蓋人窮すときは本に帰る（中略）庶くは同志の士宜しく此意を体認して掛奉 、曰く鳴呼心弦に至て清々 と終に八雲の詠歌を発し玉ふに至る、是乃膜祓いの功効なり（中略）蓋し人
まかこと
の天地の間二生るや諸の狂事罪稜な いふものあるとなし、況や吾においてや自ら省みるに過犯せし種々の罪事ともて量り先ず て数ふるも、挙て尽くすへからす、故に之を唱へて数千編に至る之声音を以て我心のよごれ 解除して是を下土に降し玉ふ、素芙鳴尊出雲の国に至て八岐大蛇を斬りて宝剣を得たり、之を日神に高天原に
しるし






































（筆者註ｌ明治九年五月）五日大道村祠掌八坂一事兼テ申込有之講社参詣中食並二御神酒等賄もらい度一同同道二て参る一、金五円四十銭大道村三十七人一、同一円七十 銭大戸村十二人一、同二円十七銭五厘恩間木新田十五人一、同五十八銭増田新田弐拾四人一、同二円三分卜四貫四文恩間村二十二人一、同二円卜三銭大竹村十 人一、同一円七十五銭 ノ宮 二 （筆者註ｌ明治八年七月）廿一日菖蒲在台三ヶ村之内台村祠掌臺治定（報告者註ｌ参詣の世話人）今日も八拾人程参詣二参り候由、当家ヲ昼食休二願度旨申出候間、承知之上参り尤座敷斗借ス
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役職 郡 村 神社名 役斑 名前 役職 邸 村 神社名 役職 名前
軟導融 足立郡 峰村 八幡社 詞官 顧波爪好 牧導唾試補 足血郡 宮煎付 八幡神社 制敢 宮鴎柳之助
軟導唾試補 埼玉邪 埼玉村 埼玉神社 倒官 大地茂む衛門 敦塀職試補 足立邸 上谷村 氷川神社 閏承 岩城秀雄
軟導蔵 埼玉郡 宵柳村 八幡社 倒承 青木知顕 軟導職試補 足立郡 桶川術 稲荷社 岡承 稲山正宜
教導城 足立郡 蝋加宿 氷川社 閥章 田中古明 敬塀戟試補 足立郡 篠泳付 多気比売神社 倒敢 金H1州
戦導載 足立郡 野堀村 稲荷社 閏挙 金剛寺春明 教導職試補 足立郡 領家村 氷川社 創承 榎本蕪治
戟導戟拭袖 葛筒扉 平沼付 諏肪神社 倒掌 戸弧真舎男 敦導職試補 足立郡 下石戸上村 氷川社 間な 小口瀬武知
軟導吸試杣 葛飾郡 大広戸村 香取社 倒敢 田中広郷 敬祁戯試補 足立郡 小室郷本村 氷川社 劇掌 菊池雄戚
軟導載試袖 葛飾郡 宙谷村 香取社 倒な 遡沼義邦 敬導職試補 足立郡 平方村 氷川社 創敢 福田良中
敦導戟試胡 葛筒郡 谷口村 桶荷社 倒敢 渡辺綱範 敦埠駐試補 足立鄙 中釘付 氷川社 劉掌 宮本灘義
軟導取試袖 葛跨郡 、n村 □口神 t 倒掌 鈴木Ⅲ栄 軟瀞敏試袖 足立郡 上雌竹 氷川社 閨な 今井昇
教導戯拭補 葛筋郡 下□口付 存取神 t 倒掌 渡辺元善 牧椰載試補 埼玉邪 鉤上村 神明社 倒承 占滞師
軟導敏試補 葛簡郡 下内川村 女体社 闘敢 鈴木1X昶 牧源斑試補 埼玉郡 浮谷材 久伊皿神社 閣な 仙波消奨
軟導風試補 埼玉郡 内牧村 鷲宮神 上 閥敢 春日郁孝純 牧海戦試補 足立認 囲沼付 氷川神社 倒な 石井満常
軟導職試補 埼玉郡 梅田付 女体神 t 閥掌 松間棄光 軟源理試補 足立郡 神IH付 氷川神社 倒承 神山滴宗
教導駐試補 埼玉郡 大道村 芥取神 t 閥拳 八坂一 軟源風試補 足立郡 本太付 氷川社 底】な 石井寛
教導戟試袖 葛筒郡 蓮沼村 香取神 上 閣拳 服郎慶治 敬那職試補 足立郡 鈴谷村 天満社 閥戴 稲畑新右衛門
教導国試補 葛跨郡 大塚村 香取神 t 閏承 松本茂樹 敬導唾試補 足立郡 青木村 氷川社 倒敢 鈴木力
教導融試袖 埼玉郡 百間須賀付 身代社 岡掌 加瞳福光 軟導風試繍 足立邸 投岸付 春日社 閏な 小沢正治郎
教導駁試補 葛箇郡 上海野村 八坂社 倒寧 梅林寺栄明 教導唾試補 足立郡 新竹村 氷川社 倒な 小山耗僧
教導駐試補 葛箇郡 大給村 八幡鷲社 閏掌 藤村宗四郎 軟導職試補 足立郡 内谷村 氷川社 刷傘 十賭武治
軟導戟以袖 埼玉郡 商岩村 天満社 閏掌 菅原佃道 軟郡風試葡 足立郡 醸耐 八幡社 倒承 赤尾光碇
敦導融試袖 葛筒郡 木立付 八幡社 周掌 梱飼武清 軟塀風試補 足立郡 木的呂村 氷川社 倒軍 石井源太
教導融試棚 埼玉郡 愛倉付 鷲宮神社 閥掌 石川一 軟導融試補 足立郡 本郷村 氷川祉 倒傘 飯田正忠
教導融試袖 葛筒郡 栗僑宿 八坂社 闘掌 禍栄行賢 敬獅風試補 足立郡 舎人町 氷川社 創敢 宮本蝿永
軟導風試翻 葛笛鄙 下商野村 木々子社 閏草 東大定 敬導斑試補 葛飾郡 松伏村 香取社 1承 青木文吾
軟導風試繍 埼玉郡 鷲宮村 鷲宮神社 詞掌 大内山伎雄 軟導駁試補 埼玉郡 西方付 日枝社 1承 秋111灘蛸
軟那敏試袖 埼玉郡 鷲宮村 鷲宮神社 同掌 東大路碇江 戦導融試補 魁鋒郡 清池付 近泳神社 1敢 口薩滴光
教海域試袖 埼玉郡 悪梅村 稲荷社 詞掌 相沢墓平 軟導唾試補 埼玉郡 上新郷 愛宕神社 1承 田原知雄之介
軟導域試補 埼玉郡 鋼影材 八幡社 閏な 甑野広凝 敬導唾試袖 足立郡 飯田村 氷川神社 4承 河野一郎
教導職試補 埼玉郡 砂山付 愛宕社 閏掌 宮崎桂 軟導職試禰 埼玉郡 戸ケ崎村 袋剛社 1承 台治定
教導職拭補 埼玉郡 阿左間肘 八幡社 祠挙 南條茂江 牧導唾試補 埼玉郡 大田村 久伊皿神社 副敢 玉間福二
教導戟拭補 埼玉郡 大桑村 喬取社 闘承 永野幸治 軟導風試補 足立郡 大谷口付 氷川社 閥敏 野口昭
教導風試捕 埼玉邸 加羽ヶ崎村 八幡社 詞掌 久鴎碇助 軟埠駁試補 足立鄙 柏崎村 氷川社 閏敢 武笠輔樹
敦導唾試補 埼玉郡 本川俣村 長良社 闘承 小西肺麿 軟導域試補 足立郡 片柳付 熊野社 倒掌 内IHX僧
敬導戟試補 埼玉郡 上大越村 鷲宮神祉 倒敏 高泳臆□代綱野長雄 敬導戯試補 足立郡 上木崎村 商鯏社 倒敢 真Ⅲ万
教導風試補 埼玉郡 稲子村 諏訪社 倒草 諏訪個代 軟導唾試補 足立郡 小渕村 氷川社 閥掌 河原采兜
敦導駁試補 埼玉邸 上岩瀬村 伽盆社 間な 小松綻明 敬源敬試補 足立郡 大門町 十二所社 倒章 熊野義正
教導職拭補 埼玉郡 三田ヶ谷村 八幡社 閥堆 三m耐 牧導融試補 足立郡 蓬間村 洩ⅢI社 剥敢 酒井綻孝
教導風試補 埼玉邸 行田町 八幡神祉 倒敢 松間伊三郎 軟導敬試補 足立郡 戸噸付 氷川社 倒欺 新井紋左衛門
救導風試補 埼玉郡 屈巣村 久伊豆神社 倒掌 中捜志泳麿 牧導腫試初 埼玉郡 鷲宮村 鷲宮神社 底I掌 宮内佃陸
教導風試補 埼玉郡 刎岡村 熊野神社 周な 加納登 軟導戟試袖 足立郡 田島村 氷川社 扇】な 山崎房兵衛
教導風試捕 埼玉郡 谷癌 春日神社 目掌 園田正行 軟導戟試初 足立郡 原川獺村 愛宕神社 鹿1承 千紫松彦
教導国試補 埼玉郡 上之村 上之村神社 自官 供伯孫雄 較導職試補 足立郡 明用付 三島神社 劇承 篠原伝右衛門
教導恩試補 埼玉郡 今井村 赤殿神社 倒掌 今井雌雄 軟導風試緬 埼玉郡 備後村 喬取神祉 副斌 石井之駿




軟導団試補 埼玉配 皿尾村 久伊豆神社 目な 青木知血 軟導風試補 埼玉郡 不動岡村 伊甑肺海













軟導戟試袖 足立郡 大間村 氷川神社 倒掌 宵111栄義 敬導戟試補 足立郡 小針舗家村 宮本脳敬













































































































































































の活動については、その教化活動である、説教活動と教会講社の活動とを比較した場合、教会講社（膜教会講中の結成）を介した教化活動に力点が置かれていた。また、地域の人々を涙教会に参加させることは「三条の教則」基づく講義による教化活動である一方で、一義的には、教本に見られた教義内容や実践方法から大宮氷川神社や周辺神社への信仰を振起させるためも であったとみる。そのような活動の背景には、明治初年の神社制度による、大宮氷川神社への説教参加者数から推察しうる信仰の減少や、それ以下の郷村社の存在自体が「人民ノ信仰」如何で左右される状況におかれていたことが挙げられ 。それゆえに まず大宮氷川神 と周辺神社の神職 ちは 「仲間一統」となって郷村社 維持・運営方法を協議す とともに、大宮氷川神社と の連関した組織的な活動となって郷村越基盤を設けるにいた 。
教導職活動の停止後における大宮氷川神社と周辺神社の活動は、皇太神宮大麻の配札活動が中心となり、埼玉県
（蛇）

















































註記に同じ。埼玉県立文書館所蔵行政文書明三七社寺戸籍部明治一三年七○「氷川神社社殿造営ノ件宮内卿へ進達」。埼玉県立文書館マイクロフィルム収蔵史料西角井家文書五六六四明治一三年「大成教会教費録」や同家文瞥五四三八明治一四年～二○年「大成教会加入願」など。埼玉県立文書館マイクロフィルム収蔵資料西角井家文書八五一 明治一五年 ○月～一七年一二月〔皇大神宮大麻頒布関係註”に同じ「年中諸用日記」明治八年七月二一日（「大宮市史資料編」三六○五頁）。「年中諸用日記」明治九年五月五日（「大宮市史資料編」三六○ 頁）。埼玉県立文番館マイクロフィルム収蔵資料西角井家文瞥一四一五明治九年二月「氷川講社規約」。実際に、「涙教会結社規約」が「氷川講社結成規約」として 後利用されていたかについては、現在のところ不明であるが、膜教会の講中を大宮氷川神社の講中として、転じ設けようとしていた 宮氷川神社側の意図はくみ取る事が出来る。「年中諸用日記」明治八年一月八日（ 大宮市史 編」三五七五頁）。「年中諸用日記」明治九年三月一四日（「大宮市史資料編」三六 ○頁）。埼玉県立文書館所蔵行政文書明三七 寺戸籍部 一○年「氷川神社再建ノ件内務卿へ内申」。註調に同じ。書類綴〕。 埼玉県立文書館マイクロフィルム収蔵資料東角井家文瞥一六六八明治七年一○月「譲事神伝式」。註訂に同じ。
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